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第３９４回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年１月２３日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

大久保千春 委員    本宮 宏美 委員 

     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 

常務取締役      増子  隆 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 

報道制作局長               竹野 和治 

報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 

合評番組プロデューサー          倉島  実 

事務局             道場拓哉  坂上 寿史   
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

「ＴｅＮＹ報道特番 にいがた語り〆 

年末だからここまで言わせて」  

   (２０２２年１２月３０日（金）１５:００～１６:００放送） 

 

２） 会社報告 

① １１月、１２月の視聴者の意見 （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無（報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

 

会社側からは「近年は年末に 1 年を振り返る特別番組を制作していなか

ったが、ゲストの方に語り合ってもらうという形式でチャレンジをした。

ゲストは今年の顔として冨田せな選手、アフターコロナを語れる人とし

て古町芸妓のあおいさん、県外の目線で語れる人として辛坊治郎さんを

選定した。辛坊さんが出演するため『そこまで言って委員会』を少しイ

メージさせ、デジタルサイネージを使用した。番組内容は、冬季五輪と

アルビレックス新潟を中心としたスポーツ、ＬＩＮＥやインターネット

で募集した県内の１０大ニュース、拉致被害者の帰国から２０年となる

拉致問題、新型コロナの影響がこれからどうなるかという４つをテーマ

にした。また、ゲストの方に時間を気にせずに話してもらいたいという

ことで、事前収録して編集を行った。ゲストを招き、編集を行うという

チャレンジをしながら、未来を語り合うような番組を目指した。」という
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趣旨の説明があった。 

 

（委員の意見） 

●「語り〆」というタイトルがよかった。ロゴマークも効果的に使われ

ていた。 

●「そこまで言って委員会」は出演者のコメントが面白いというイメー

ジがあるからこそ、今回のコメントが薄く感じてしまった。 

●この１年間、実はこんなことがあったということをいろいろな方面か

ら気づかせてもらえた。 

●「年末だからここまで言わせて」というタイトルから、毒づいたり、

過激になるかと思ったが、核心には触れずに優しい感じになっていた。 

●ゲストが初対面でどう絡んだらいいかわからない距離感なので、個で

話していて円になっておらず、質疑応答を見ているようだった。 

●５０代以降の視聴者が掃除をしたり、お正月の準備をしながらテレビ

を見ているという時間帯にはすごくいい番組だった。 

●辛坊さんが砕けた感じで新潟を楽しもうとして、あおいさんはそれを

受ける技量があるので、誰かの家の居間で話しているような空間の演

出があってもよかったのではないか。 

●１０大ニュースの上位に長岡花火３年ぶりの開催、平野歩夢選手の金

メダル、アルビレックス新潟のＪ１昇格、Ｊ２制覇が入っていて、コ

ロナ禍の中で県民が明るい話題を求めていることを改めて感じた。 

●重いテーマと軽いテーマがごちゃ混ぜでたくさん入っていたため、つ

いていくのが大変でかなり疲れる番組だった。 

●拉致問題にかなりの時間が割かれていたが、ゲストのコメントが響か

ずにあっさりと流れていったような気がした。 

●アフターコロナの未来の話を最後にしたのは非常に良い構成で、これ

からのことを投げかけるのは報道番組のあるべき姿だと思った。 
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●デジタルサイネージが掲示板の役割だけになっていたので、中身を動

かすなど、もう少し活用の仕方があるのではないかと感じた。 

●ゲストの人選は、政治経済やスポーツや地元の声を反映するというこ

とでバランスよくタイムリーだった。 

●スポーツや新型コロナ、拉致問題などに分けていたが、ブツブツと切

れていたように感じた。時系列や県民の関心が高かった順など、ずっ

と話が続いていくような構成でもよかったのではないか。 

●落ち着いてみることができた反面、アクセントが欠けていた。心に残

ることが伝わったかというと少し物足りなさがあった。 

●３人のゲストはかなりベストに近い選択だと思った。あおいさんの語

り口がよく、市民の目で新潟をよく知っていて、少し冷めた目もあり、 

 多くの人が感じていることをさりげなく話していた。 

●２人のキャスターが話を繋ぎ、テンポよく進めていて、裏方の役割を

十分に話していた。 

 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

１１月……１５９件 

１２月……１９５件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年１１月２８日) から、  

昨日(２０２３年１月２２日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 
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７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９３回審議会では、「新潟でＯＦＦりません？どロー

カル道 東野幸治さん新潟に移住しましょうよ！」を審議いた

だき、委員の意見は議事概要にて記者、制作スタッフ、社内に

周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３９４回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９３回番組審議会議事録 

・１１月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・１２月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４５、Ｎｏ.２４６） 

・民間放送新聞（２２１０号、２２１１号） 

以上 


